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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年7月9日(2009.7.9)

【公開番号】特開2007-322729(P2007-322729A)
【公開日】平成19年12月13日(2007.12.13)
【年通号数】公開・登録公報2007-048
【出願番号】特願2006-152581(P2006-152581)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ５５０　
   Ｆ１６Ｃ  13/00    　　　Ｂ
   Ｆ１６Ｃ  13/00    　　　Ａ
   Ｆ１６Ｃ  13/00    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成21年5月27日(2009.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性軸芯体上に発泡ゴム層が成形されている導電性ゴムローラの製造方法において、
　発泡ゴム層の主剤ゴムがアクリロニトリルブタジエンゴムおよびエピクロルヒドリンゴ
ムから選択され、発泡剤系が、発泡剤としてｐ，ｐ’－オキシビス（ベンゼンスルホニル
ヒドラジド）（ＯＢＳＨ）のみが使用され、かつ尿素系発泡助剤を含まないものであり、
　発泡ゴム層の加硫発泡が、マイクロ波照射および熱風加熱による
ことを特徴とする導電性ゴムローラの製造方法。
【請求項２】
　ＯＢＳＨの配合量が、発泡ゴム層のゴム原料中のポリマー成分１００質量部に対し１質
量部以上１０質量部以下である請求項１に記載の導電性ゴムローラの製造方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の製造方法で製造されたことを特徴とする導電性ゴムローラ。
【請求項４】
　転写ローラが、請求項３に記載の導電性ゴムローラであることを特徴とする電子写真画
像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　導電性軸芯体１の上に形成される発泡ゴム層２は、本発明では、主剤ゴムとしてアクリ
ルニトリルブタジエンゴム（以下、ＮＢＲ）およびエピクロルヒドリンゴム（以下、ＣＨ
Ｒ）から選択され、これに発泡剤、加硫剤、加硫促進剤、導電剤、充填剤等が配合された
ゴム原料を加硫発泡したものである。
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